
平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

九

号

竹
島
を
は
じ
め
と
す
る
、
他
国
が
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
日
本
国
領
土
へ
の
入
域
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人
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竹
島
を
は
じ
め
と
す
る
、
他
国
が
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
日
本
国
領
土
へ
の
入
域
に
関
す
る
質
問
主
意
書

外
務
省
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二
十
四
日
現
在
、
大
韓
民
国
（
以
下
、
韓
国
）
に
よ
る
竹
島
の
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
る
状

況
の
中
で
、
我
が
国
国
民
が
韓
国
本
土
を
経
由
す
る
等
に
よ
り
竹
島
に
入
域
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
我
が
国
国
民
が
竹
島

に
お
い
て
韓
国
側
の
管
轄
権
に
服
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
か
、
竹
島
に
対
す
る
韓
国
の
領
有
権
を
認
め
た
と
い
う
よ
う
な
誤
解

を
与
え
か
ね
な
い
の
で
、
当
該
行
為
の
自
粛
を
求
め
る
旨
の
要
請
（
以
下
、
自
粛
要
請
）
を
し
て
い
る
。

外
務
省
に
よ
る
と
、
一
九
五
二
年
七
月
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
実
施
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
が
、
日
米

行
政
協
定
（
当
時
）
に
基
づ
き
、
在
日
米
軍
の
使
用
す
る
海
上
演
習
及
び
訓
練
区
域
の
一
つ
と
し
て
竹
島
を
指
定
し
、
こ
の
指

定
は
一
九
五
三
年
三
月
、
日
米
合
同
委
員
会
で
竹
島
の
演
習
区
域
か
ら
の
解
除
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
国
民
に
よ

る
竹
島
で
の
漁
業
が
再
び
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
韓
国
人
も
竹
島
周
辺
で
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
同
年
七
月
、
不
法
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
韓
国
漁
民
に
対
し
竹
島
か
ら
撤
去
す
る
よ
う
要
求
し
た
海
上
保
安
庁
巡
視
船

が
、
韓
国
漁
民
を
援
護
し
て
い
た
韓
国
官
憲
に
よ
っ
て
銃
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
発
生
し
た
。

一
九
五
四
年
六
月
、
韓
国
内
務
部
は
「
韓
国
沿
岸
警
備
隊
は
、
竹
島
を
日
本
の
侵
略
か
ら
守
る
た
め
、
駐
留
部
隊
を
同
島
に

急
派
し
た
。
」
と
発
表
し
た
。
同
年
八
月
に
は
、
竹
島
周
辺
を
航
行
中
の
海
上
保
安
庁
巡
視
船
が
同
島
か
ら
銃
撃
さ
れ
、
こ
れ

一



に
よ
り
韓
国
の
警
備
隊
が
竹
島
に
駐
留
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
際
、
韓
国
側
に
よ
り
竹
島
に
灯
台
が
建
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
日
本
側
が
確
認
し
た
。

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
四
月
二
十
七
日
提
出
の
第
一
六
二
回
国
会
質
問
第
五
五
号
に
お
い
て
、
関
係
都
県
知
事
が
竹

島
、
尖
閣
諸
島
お
よ
び
沖
ノ
鳥
島
を
訪
問
し
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
質
問
し
た
が
、
改
め
て
以
下
質
問
す
る
。

一

右
自
粛
要
請
を
開
始
し
た
の
は
い
つ
か
。

二

終
戦
（
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
）
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
首
長
が
竹
島
を
訪
問
し
た
こ
と

を
把
握
し
て
い
る
か
。

三

現
時
点
で
、
竹
島
以
外
の
、
他
国
も
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
日
本
国
領
土
に
、
終
戦
か
ら
現
在
ま
で
当
該
地
域
の
属
す

る
地
方
公
共
団
体
の
首
長
が
訪
問
し
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

四

二
お
よ
び
三
以
外
の
地
域
で
、
地
方
公
共
団
体
首
長
が
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
由
に
訪
問

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
が
存
在
し
て
い
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


